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要旨 
 本作「きみのいる家」は、2016年7月に出版した絵本『てん
からのおくりもの』のメッセージ「花を贈る無償の愛」をコ
ンセプトに、主人公の「てん」があたかも空中で巣から飛び
出し、眼前にせまって花を贈るかのようなアートディスプレ
イであり、絵本の世界観を映像インスタレーション作品とし
て制作したものである。空中結像技術を用いたディスプレイ
を使用することで、空中に浮遊し、観客に近づいては、はか
なく消えゆく「てん」の映像アニメーションは、『てんからの
おくりもの』のストーリーでありコンセプトである「無常観：
もののあはれ」を表現している。2016年8月に銀座ステップス
ギャラリーにて開催した個展「絵本の時間」展での本作の展
示風景とともに制作意図、制作方法などについて考察する。
本作品はプロモーションウィンドウとして書店などでも展開
した。  
 
 
 
Summary 
 "The home that you're in" is in art display. "Give a flower free 
love" picture book that was published in July 2016. It's main 
message is "A gift from heaven". In this art display, main hero 
"Heaven" is floating and jumping inside it's nest, looming in 
front of the display or giving flowers as gifts. The picture book 
was adapted as a video installation. The animation of the hero 
"Heaven", is projected on aerial imaging technologies display. 
"Heaven" is floating in the air, getting closer to the viewer or 
fading out into the air. It expresses "A gift from heaven" concept - 
"impermanence: mono no aware". It was exhibited with 
commentary and design explanation in Ginza Steps Gallery in 
August 2016 as part of "Picture book time" exhibition. This work 
has also been used as a promotional window in book stores. 
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1. はじめに 
 本作「きみのいる家」(図 1)は、2016 年 7 月に出版し
た絵本『てんからのおくりもの』の主人公の「てん」があ
たかも空中で巣から飛び出し、鑑賞者の前に駆け寄って花
を贈るかのようなアートディスプレイであり、絵本の世界
観を映像インスタレーション作品として制作したもので
ある。空中結像技術を用いたディスプレイ(空中立体映像)
を使用することで、空中に浮遊し、観客に近づいては、は
かなく消えゆく「てん」の映像アニメーション(図 2)は、
絵本『てんからのおくりもの』のストーリーでありコンセ
プトである「無常観：もののあはれ」を表現している。本
稿では 2016 年 8 月に銀座ステップスギャラリーにて開催
した個展「絵本の時間」展での本作の展示風景とともに制
作意図、制作方法などについて考察する。本作品はプロモ
ーションウィンドウとして書店など各イベントでも展示
公開した。 
 
図 1) 空中結像技術による作品「きみのいる家」2016 年制作 
 
図 2) 空中結像された映像に触れようとする女の子 
 
2. 制作意図 
 絵本『てんからのおくりもの』(注1) (図3)のストー
リーと概要は以下である。（河出書房新社の紹介文より） 
 「ママどこなの?」おかあさんとはぐれたひとりぼっ
ちの子鹿が、一匹のてんと出会い、冬じたくを共にす
るなかで芽生えるお互いを思いやる気持ち。やがて、
子鹿とてんに長い冬がおとずれ、春になり、寿命を迎
えた年老いたてんから贈られた子鹿へのおくりものと
は、一面の花畑であった。さまよう子鹿と年老いた“て
ん”が贈る胸が熱くなる感動のストーリー。 
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 図 3)絵本『てんからのおくりもの』 
優しく温かそうな巣が、ひとつ。そのなかで、白い
「てん」が穴から顔を覗かせて、きょろきょろと辺り
を見回して、こちらに駆け寄ってくる。やがて「てん」
の手のひらから花が咲き、我々に捧げようと差し出す
一連の映像アニメーションは手描きによるものである。 
絵本『てんからのおくりもの』のコンセプトである「無
常観：もののあはれ」を表現するため、感情移入を誘
う「可愛い」を表現するため手描き絵画で表現した。
可愛いの古語である「かはゆし（かわゆし）」には、
相手の不幸に同情する気持ちを指す。弱々しいもの、
小さきものには、無防備さを感じさせる故に、感情移
入させる余白が多く、かえって主張の強いもの以上に
心をその対象に引き寄せる「いたわしさ」がある。さ
らに、不幸なだけではなく、自立に向かって気丈に葛
藤しているさまにこそ、清らかさを見出し、共感に結
びつける「かはゆし」は宿るのだろうと考えた。「可
愛い」は、本質的なもの本能的なものであり、いとお
しさ、趣き深さなど、何らかの意味で「愛すべし」と
感じられる場合に用いられるこの言葉には、無邪気で、
あるがままの存在を指している。ただ素朴であるがゆ
え、安らぎを生み出していると考える。 
 また鑑賞者は、中腰で覗きこむ形で鑑賞するため、身
体ごと低くかがめて対象に同調させなければならない。
この意図するものは、まず鑑賞者に無防備な姿勢にな
っていただくことで、より作品への感情移入を強めた
いと考えたからである。 
 
3. 制作方法 
（1）表現主義の芸術の点描的方法  
「表現主義の芸術」の絵画での方法とは、雰囲気や
感覚的印象の再現を求める際、説明的な部分を排除し、
存在感そのものを描こうとするものである。表現主義
では、人間以外の生き物は当然として、その他の空間、
時間、ありとあらゆるものに「生命」を認めている。  
光、空気、時間が、ひとつひとつが光の宝石のよう
で、一瞬一瞬に生命があり、森羅万象すべてが存在感
を帯びて語りかけてくる世界、そのような思想背景か
ら「表現主義の芸術」の方法のひとつとして点描（ド
ット）で表現することがあげられる。一粒で表す生命
観や存在感を表現する点描（ドット）での描法を用い
ることで、フラットに感じる空中結像技術による映像
に、奥行きと重厚感を与えた。本作の原画 166 枚には
海綿体スポンジによる描画をアクリル絵の具で施した
(図 4)。  
きみのいる家〜絵本『てんからのおくりもの』より〜／触れるヴァーチャルリアリティ＋映像アニメーション作品 
 
 
 
神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 6 」 
 
図 4)点描スポンジ画法で描かれたアニメーション原画  
（2）方法としてのアニメーション  
アニメーションでは、一枚のドローイングが、無数
に集積することによって、時間は生み出される。アニ
メーション表現は、タブローとは質や次元が異なり、
一瞬一瞬が完結した存在である一枚の絵が無数に集ま
ることによって有機的な動きになるのだ。それは、人
形職人と人形遣いとの「たましい」の吹き込みかたの
違いに似ているようである。  
アニメーション表現においては、時間によって、集
合する力が働き、ひとつの独特な有機体を生み出す。
アニメーション表現は、動き出すことによって、空間
を持ち、生命が匂いたつのである。点描方法と同じく、
時間軸においても一瞬一瞬が結晶のように独立した存
在であり、人間の時間のなかには、無数の一瞬が存在
していること、また、無数の一瞬は、ひとつのアイデ
ンティティーを可能にしていることをアニメーション
の構造は語っている。ひとつの点は、ひとつの完結し
た存在であり、命である(図5)。 
 
図 5)アニメーション表現・動きの一例。 
（3）空中立体アニメーション  
 株式会社アスカネット（ASUKANET）のAIプレー
トは、空中結像技術において特徴を持っている。それ
は、実像としての価値であり、従来のミスト（霧）の
ような目に見えにくい物質をスクリーン代わりに用い
ることや、昨今の3Dテレビのように専用のメガネをか
けることなく鑑賞することができる(図6)。AIプレート
によって映し出される像は、物体から発せられる光そ
のものを空中で収束し、その空間位置からさらに光が
拡散していく構造である。そのことから実在する対象
物が放つ光を見ることと同様に、鑑賞者は空中で広が
る光を像として見ることができる。視野角内で観察距
離および目線位置が移動しても、AIプレートによって
映し出される像に変化は起こることなく、実像として
の価値を有している(図7・8)。 
 図 6)空中結像の仕組み（注 2） 
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図7) 空中結像技術による映像の仕組み（注 3）
 
図 8) 空中結像の映像:カメラでの撮影では表現できない空中感。 
4. 今後の展望（まとめ） 
 先端技術と手描きの温かさを合わせたメディアア
ートを実現させたいと制作した作品だったが、作品の
課題として、以下のように考察する。 
映像に触れる感覚を生む空中結像技術を用いたディス
プレイには、手で触れようと試みる観客が多く表現の
可能性が大きいと考える。視覚表現だけではなく知覚
で捉えられるものにするためのアプローチの手段が必
要になってくると言えるだろう。今後は手を感知する
センサー(BlasterX Senz3D Depth Sensing Webcam 
with High FPS Video Streaming)など最新の各種技
術を融合させることにより、視覚、聴覚、触覚などを
与えインタラクティブなインターフェースを実現して
いきたい。また表情認識もできるセンサーであるため
、鑑賞者自身が唯一無二性をより体感できることを追
求した作品の展開を、今後の指針としたい。  
 
5.「きみのいる家」主な展覧会イベント報告 
 
図 9) 個展 DM 
展覧会名「絵本の時間展・金澤麻由子」(図 9) 
日時：8 月 1 日（月）〜6 日（土）12：00〜19:00（最
終日 17:00 まで） 
場所：ステップスギャラリー銀座 
website:stepsgallery.org/ 
 
図 10)イベントチラシ 1（注 4） 
展覧会名「絵本『てんからのおくりもの』発売記念」
(図 10) 
日時：7 月 9 日（土）13：00〜17：00 
場所：大垣書店神戸ハーバーランド Umie 店 
イベント説明 
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来場者数  30 名程度 
キッズスペースにて、著作 3 冊の映像アニメーショ
ンと音楽による朗読（読み聞かせ）を行い、絵本にま
つわるクイズを行い、優勝者に似顔絵を施すイベント
である。また、同時にワークショップとして、キャラ
クターの描かれた大判用紙に、子供たちが考え、描い
た「おくりもの」を貼り付け、全員でひとつの作品を
作る催しも行った。 
 
図 11)イベントチラシ 2（注 5） 
日時：7 月 16 日（土）14：00〜17：00 
場所：TSUTAYA BOOKSTORE ららぽーと
EXPOCITY 店(図 11) 
来場者数 80 名程度 
キッズコーナーにて、著作『てんからのおくりもの』
の映像アニメーションと音楽による朗読（読み聞かせ）
を行い、絵本にまつわるクイズを行い、優勝者に似顔
絵を施すイベントである。読み聞かせは、1 時間ごと
に計 3 回実施。また、同時にワークショップとして、
キャラクターの描かれた大判用紙に、子供たちが描い
た「花」を貼り付け、全員でひとつの作品を作る催し
も行った。 
 
注 
(注1) 著者：かなざわ まゆこ、『てんからのおくりも
の』、出版ワークス・河出書房新社、2016年（おおしま
国際手作り絵本コンクール2011最優秀賞受賞作。文部
科学大臣賞受賞作。A4全56ページ。） 
(注 2・3)作成：株式会社アスカネット  CEO 福田幸
雄、「たった１つの空中表示デバイスが未来を変えて
いく。- AI plate is a revolution in the image display 
technology.-」、http://aerialimaging.tv/、最終閲覧
日：2016 年 11 月 7 日  
(注 4・5) 作成：株式会社出版ワークス 
「その他の図は筆者作成・撮影」 
